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　11 月３日の文化の日、ルーテル学院・九州女学院同窓会のいばら会主催によるホームカミングデーおよび、九州ルーテ
ル学院大学学生自治会主催による学園祭「フィリア祭」が同時開催され、約 600 名の参加者でにぎわいました。
　ホームカミングデーは、卒業生の皆様が旧友や懐かしい恩師と再会し、 在校生と親睦・交流を深めていただくため、そ
して何より「母校に帰ってきて当時の思い出に浸っていただきたい」という思いを込めた企画であり、今回で７度目とな
ります。
　プログラムは開会礼拝に始まり、ミニコンサート、食バザー、懐かしい制服試着会、福引交換等が行われました。
　また、フィリア祭は「咲～満開   REVOLUTION」と題して、思い出の花をたくさん咲かせよう、また自分だけが楽しむ
だけでなく、来ていただいた皆様に楽しんでいただけるものを創ろうというテーマで開催されました。
　来年のホームカミングデー＆フィリア祭も 11 月３日に開催予定です。皆様のご参加をお待ちしております。
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大学生も大忙し（フィリア祭） なつかしい顔が出会う一日 開会礼拝（中高礼拝堂）

思
い
出
話
に
花
が
咲
く
（
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
）
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７
月
３１
日
か
ら
８
月
５
日
の
６
日
間
、
上
通
り
の
ア
ー

ト
ス
ペ
ー
ス
太
宝
堂
に
お
き
ま
し
て
、
ル
ー
テ
ル
学
院
高

校
芸
術
コ
ー
ス
（
美
術
専
攻
）
卒
業
生
に
よ
る
美
術
作

品
展
「
第
４
回
ル
ー
テ
ル
・
ア
ー
ト
・
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
本
校
の
芸
術
コ
ー
ス
を
支
援
す
る
会

「
ル
ー
テ
ル
・
ア
ー
ト
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
の
企
画
に
よ
り
、

東
京
藝
術
大
学
や
愛
知
県
立
芸
術
大
学
、
多
摩
美
術
大
学

な
ど
難
関
美
術
系
大
学
を
卒
業
、
ま
た
は
在
籍
中
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
選
ば
れ
た
17
名
の
出
品
者
に
よ
る
美
術

作
品
展
で
す
。

　
今
回
は
、
油
絵
、
水
彩
画
、
版
画
、
立
体
な
ど
、
具
象
、

抽
象
問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
表
現
ス
タ
イ
ル
で
制

作
し
た
作
品
７５
点
が
展
示
、
販
売
さ
れ
、
半
数
近
く
の
作

品
が
購
入
さ
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
来
場
者
も
４
０
０

名
近
く
あ
り
、
多
く
の
方
に
芸
術
コ
ー
ス
卒
業
生
の
活
躍

を
披
露
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
２
０
１
５

年
の
夏
、
同
じ
会

場
で
第
５
回
目
を

開
催
予
定
で
す
。

　

こ
の
美
術
展
に

ご
支
援
、
ご
協
力

頂
い
た
多
く
の
関

係
者
の
み
な
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

“
感
恩
奉
仕
”
を
心
に
刻
む

　
　
　
　
　

―
学
院
創
立
87
周
年
記
念
式
典
―

ル
ー
テ
ル
・
ア
ー
ト
・

エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
を
終
え
て

ル
ー
テ
ル
学
院
高
等
学
校　

芸
術
コ
ー
ス　

美
術
専
攻　

　
　

教　

諭　

石　

村　

桂　

輔

第4回
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10
月
３
日
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
創
立
記
念
式
典

が
中
高
チ
ャ
ペ
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
教
職
員
と
関
係

者
を
あ
わ
せ
て
１
６
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
礼
拝
に
始
ま
り
、
清
重
尚
弘
院
長
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
永
年
勤
続
表
彰
、
来
賓
代
表
と
し
て
本
校

の
卒
業
生
で
あ
る
平
田
晶
子
氏
（
熊
本
県
上
天
草
市

議
会
議
員
）
の
挨
拶
、
お
よ
び
学
院
倫
理
綱
領
の
朗

読
が
行
わ
れ
、
学
院
が
一
体
と
な
っ
た
式
典
と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
勤
続
表
彰
者
を
代
表
し
て
、
恒
松
千

佳
子
教
諭
（
中
高
）
が
「
こ
れ
ま
で
出
会
っ
た
教
職

員
を
は
じ
め
生
徒
、
保
護
者
、
教
育
行
政
関
係
者
等

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝

し
て
い
る
。
現
在
も
勤
務
で
き
て
い
る
の
は
偶
然
で

は
な
く
神
様
の
導
き
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
こ

れ
か
ら
も
学
院
の
発
展
を
願
っ
て
働
き
た
い
。」
と

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
吉
田
茂
生
氏
（
西
南
学
院
理
事
長
）

を
お
招
き
し
、「
建
学
の
精
神
を
教
育
に
つ
な
げ
る
」

を
テ
ー
マ
に
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
西
南

学
院
で
の
建
学
理
念
に
基
づ
く
、
宗
教
教
育
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
貢
献
等
を
学
び
ま
し
た
。

　

特
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、
東

日
本
大
震
災
緊
急
支
援
委
員
会
を
震
災
の
３
日
後

に
立
ち
上
げ
、
今
年
ま
で
に
約
３
０
０
名
の
学
生

を
被
災
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
参

加
し
た
学
生
が
自
発
的
に
支
援
団
体
を
設
立
し
、〝
離

れ
て
い
て
も
で
き
る
こ
と
〟
を
自
ら
考
え
、
街
頭
募

金
や
子
ど
も
た
ち
へ
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
を
郵
送

す
る
と
い
っ
た
活
動
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
氏
の
講
演
に
引
き
続
き
、
幼
稚
園
か
ら
谷

美
和
教
諭
、
中
高
か
ら
上
原
栄
作
教
諭
、
大
学
か

ら
は
西
章
男
准
教
授
よ
り
建
学
の
精
神
「
感
恩
奉

仕
」
の
実
践
教
育
の
報
告
が
な
さ
れ
、
充
実
し
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

恒松千佳子先生のスピーチ

建学の精神の大切さを語る吉田茂生氏

ハイレベルな作品が展示されました。
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創
立
九
十
周
年
を
、
三
年
後
に
控

え
、
こ
の
よ
う
な
晴
れ
の
時
を
共
に

お
祝
い
で
き
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
誇

り
に
存
じ
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
、
こ
の
学
院
で
過
ご

し
た
日
々
は
大
変
忘
れ
が
た
く
、
ま

た
今
日
の
自
身
を
作
り
上
げ
る
上

で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
時
間
だ
っ
た

と
、
当
時
を
振
り
返
っ
て
お
り
ま
す
。

　

勉
強
も
遊
び
も
、
何
事
に
も
全
力

投
球
。
す
ば
ら
し
い
教
師
と
友
人
に

恵
ま
れ
切
磋
琢
磨
し
あ
う
仲
で
、
培

わ
れ
た
こ
と
は
多
く
、
き
っ
と
若
き

悩
み
も
抱
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う

が
、
今
と
な
っ
て
は
そ
れ
も
思
い
出

せ
な
い
ほ
ど
、
楽
し
か
っ
た
記
憶
ば
か

り
が
こ
の
胸
に
刻
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

学
院
の
理
念
で
あ
り
ま
す
「
感
恩

奉
仕
」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
、
そ

の
頃
は
ま
だ
理
解
で
き
て
い
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
成

長
す
る
に
つ
れ
、
深
く
こ
の
身
に
刻

ま
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

現
在
は
経
営
者
と
い
う
立
場
に
な

り
、
人
の
た
め
に
尽
力
す
る
こ
と
の

素
晴
ら
し
さ
を
痛
感
す
る
毎
日
で

す
。
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
試
練
な
ど

無
く
、
与
え
ら
れ
た
境
遇
を
受
け
入

れ
て
感
謝
す
る
気
持
ち
。
そ
れ
こ
そ

が
学
院
か
ら
学
ん
だ
精
神
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
教
育
理
念

が
代
々
に
受
け
継
が
れ
、
九
州
ル
ー

テ
ル
学
院
が
更
な
る
発
展
を
遂
げ
ら

れ
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

90
周
年
コ
ラ
ム

ル
ー
テ
ル
と
私

株
式
会
社
セ
ル
モ  

代
表
取
締
役
社
長　

岩　

上　

梨　

可

九
州
女
学
院
高
等
学
校
48
回
卒
業
生

　

９
月
５
日
～
６
日
の
２
日
間
、
九
州
地

区
学
生
指
導
研
究
集
会
が
メ
ル
パ
ル
ク
熊

本
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
１
３

年
度
は
、
九
州
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
が
幹

事
校
と
し
て
、
準
備
と
当
日
の
運
営
を
行

い
ま
し
た
。　

　

こ
の
研
究
集
会
は
九
州
地
区
の
大
学
・

短
大
・
高
等
専
門
学
校
の
学
生
支
援
に
関

わ
る
部
署
の
担
当
者
65
校
１
２
６
名
が
一

堂
に
会
し
、
午
前
中
は
講
演
と
事
例
報
告
、

午
後
は
分
科
会
に
分
か
れ
て
の
情
報
交
換

を
行
い
ま
し
た
。

　

本
学
心
理
臨
床
学
科
の
河
津
巖
教
授
が

「
障
が
い
学
生
支
援
と
合
理
的
配
慮
」
と

題
し
て
、
本
学
の
事
例
を
と
お
し
て
講
演
。

　
そ
の
後
、
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
新
入

生
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
参
画
事

例
」
報
告
（
熊
本
保
健
科
学
大
学
）
、
学

生
と
取
り
組
む
「
友
達
作
ろ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
事
例
報
告
（
東
海
大
学
阿
蘇

キ
ャ
ン
パ
ス
）
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
情
報
交
換
で
は
、
国
立
、
私

立
、
短
大
・
高
専
に
分
か
れ
て
、
キ
ャ
リ

ア
支
援
の
在
り
方
、
事
件
・
事
故
の
対

応
、
課
外
活
動
の
活
性
化
な
ど
熱
心
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
州
の
学
生
指
導
担
当
者
が
集
結

～
学
生
指
導
研
究
集
会
開
催
～

分
科
会
報
告
会

河津巖教授による講演
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昨
年
、
８
月
後
半
か
ら
今
年
の
３
月
ま
で
の
約
７
か
月

間
、
ム
ラ
サ
キ
ス
ポ
ー
ツ
奨
学
生
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
フ
リ
ン
ダ
ー
ス
大
学
内
の
語
学
学
校
に
留
学
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

７
か
月
間
の
留
学
を
通
し
て
、
最
高
の
友
人
と
出
会

い
、
最
高
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
出
会
い
、
様
々
な

こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
語
学
学
校
で
は
、

speaking/w
riting/listening

の
授
業
を
毎
日
受
講

　
大
学
の
異
文
化
体
験
学
習
の
新
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
、
２
０
１
３
年
夏
か
ら
始
ま
っ
た
グ
ル
ー
ン
ウ
ォ
ル

ド
・
ギ
ル
ド
を
紹
介
し
ま
す
。
グ
ル
ー
ン
ウ
ォ
ル
ド
・
ギ

ル
ド
は
ア
メ
リ
カ
北
西
部
シ
ア
ト
ル
か
ら
車
で
３
時
間
ほ

ど
内
陸
部
に
入
っ
た
レ
ベ
ン
ワ
ー
ス
に
あ
る
芸
術
活
動
の

た
め
の
保
養
施
設
で
す
。

　
樹
木
が
鬱う
っ
そ
う蒼
と
茂
る
木
立
の
中
に
瀟し
ょ
う
し
ゃ洒な
建
物
が
い
く

つ
か
点
在
し
、
滞
在
す
る
ゲ
ス
ト
は
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の

元
で
、
陶
芸
、
織
物
製
作
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
制
作
な
ど

様
々
な
ア
ー
ト
製
作
活
動
を
し
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
ゲ
ス
ト
は
忙
し
い
日
常
を
離
れ
、

豊
か
な
自
然
の
中
で
の
ん
び
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
な
が

ら
、
自
己
の
内
面
を
見
つ
め
、
信
仰
心
を
育
み
ま
す
。

　
ギ
ル
ド
で
は
毎
日
決
ま
っ
た
時
間
に
全
員
で
食
事
を
す

る
こ
と
が
慣
わ
し
と
な
っ
て
お
り
、
日
本
流
に
言
え
ば

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
留
学

人
文
学
科
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
専
攻　

  
 

３
年　

大　

友　

春　

佳

異
文
化
体
験
学
習　

新
プ
ロ
グ
ラ
ム
グ
ル
ー
ン
ウ
ォ
ル
ド
・
ギ
ル
ド
と
は

　

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ン
タ
ー
長　

教
授　

松　

本　

充　

右

し
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
仲
間
た
ち
と
教
え
合
い
な
が

ら
、
楽
し
く
勉
強
を
行
い
ま
し
た
。
７
か
月
間
一
緒
に
過
ご

し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
、
日
本
が
大
好
き
な
理

解
の
あ
る
ご
家
族
で
、
私

を
本
当
の
娘
、
家
族
の
一

員
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
、

楽
し
い
時
も
辛
い
時
も
、

そ
ば
で
支
え
て
く
れ
ま
し

た
。

　
今
回
の
海
外
留
学
を
経

て
、
語
学
面
で
の
成
長
は

も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
な
成

長
を
も
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
す
べ
て
の
経
験
を
糧

と
し
て
、
残
り
の
学
生
生
活
も
、
将
来
の
夢
に
向
け
て
努

力
を
怠
ら
ず
、
し
っ
か
り
満
喫
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
同
じ
釜
の
飯
を
食
う
」
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て

の
結
束
が
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
毎
日
２

回
の
礼
拝
が
あ
り
、
詩
の
朗
読
や
賛
美
礼
拝
な
ど
を
様
々

な
形
式
で
礼
拝
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
本
学
の
学
生
は
４
週
間
施

設
に
滞
在
し
、
キ
ッ
チ
ン
や

ア
ー
ト
ク
ラ
ス
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
奉
仕
活
動
を
行
い
な

が
ら
英
語
を
学
び
ま
す
。
自

由
時
間
で
は
、
ア
ー
ト
ク
ラ

ス
に
参
加
し
た
り
、
ハ
イ
キ

ン
グ
、
川
で
の
水
遊
び
、
地

域
の
人
々
の
家
庭
で
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
な
ど
様
々
な
異
文

化
体
験
を
経
験
し
ま
す
。

世界に友達ができま
した。最前列一番右

が

大友春佳さん

２
年
７
組　
池　
田　
明
香
里

　

７
月
３１
日
～
８
月
２
日
ま
で
の
３
日

間
、
阿
蘇
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
音
練
習
や
英
語
劇
、

ピ
ザ
作
り
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
は
自
分
の
英
語
が
通
じ
る
か
不
安
で
し
た
。
し
か

し
、
活
動
を
通
し
て
、
次
第
に
英
語
を
話
す
こ
と
が
楽
し

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
正
確
な
英

語
を
話
す
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
「
『
伝
え
た
い
気
持

ち
』
が
言
葉
の
壁
を
打
ち
破
る
カ
ギ
に
な
る
こ
と
」
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
日
間
で
培
っ
た
積
極
性
を
今

後
の
英
語
学
習
を
始
め
、
多
く
の
場
面
で
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

１
年
８
組　
井
ノ
上　
純　
花

　

恵
ま
れ
た
気
候
の
中
、
２
泊
３
日
の

キ
ャ
ン
プ
で
実
践
的
な
英
語
の
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
、
自
分
た
ち
で
物
語

や
台
詞
を
考
え
て
演
じ
た
英
語
劇
や
満
点
の
星
空
の
下

で
行
な
わ
れ
た
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
は
、
ど
ち
ら
も

と
て
も
楽
し
く
、
大
切
な
思

い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
で
学
ん
だ

英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
グ
ル
ー

プ
活
動
を
通
し
て
身
に
つ
け

た
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
、
こ
れ
か
ら
の

学
校
生
活
で
活
か
し
て
い
き

た
い
で
す
。

英
語
っ
て
楽
し
い
、お
も
し
ろ
い
！

―
ル
ー
テ
ル
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
開
催
―

CollegeCollege

大
　
学

High SchoolHigh School

高
　
校
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“English”での演劇

スタッフ手作りのお洒落な
グルーンウォルド・ギルドの標識
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第
３５
回
ル
ー
テ
ル
学
院
・
九
州
学
院
合
同
英

語
暗
誦
大
会
は
、
１0
月
８
日
に
本
校
を
会
場
に

行
わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
台
風
接
近
で
中
止

と
な
り
ま
し
た
。
代
替
日
を
検
討
し
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
日
程
が
合
わ
な
い
た
め
、
１0
月

１１
日
、
ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
校
英
語
暗
誦
大
会

と
し
て
、
単
独
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
各
学
年
３
組
ず
つ
、
計
９
組

が
学
年
の
枠
を
越
え
た
順
番
で
発
表
し
ま
し

た
。
ど
の
組
も
１
か
月
以
上
、
早
朝
や
放
課
後

に
練
習
し
て
き
た
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し

て
く
れ
ま
し
た
。
表
彰
は
、
①
学
年
の
枠
を
越

え
た
総
合
順
位
、
②
各
学
年
優
勝
、
の
２
部
門

で
行
い
ま
し
た
。
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
総
合
の
部

　
優
勝　
１
年　
木
村
の
え
る
、
小
佐
井
真
琳
、

　
　
　
　
　
　
　
生
田
龍
進
、
渡
辺
嵩

　

２
位　
２
年　
蓑
田
元
希
、
立
山
璃
音
、

　
　
　
　
　
　
　
内
山
央
、
髙
濱
杏
実

　

３
位　
２
年　
佐
藤
は
な
、
去
川
聖
奈
、

　
　
　
　
　
　
　
宮
川
智
慧
、
平
井
美
羽
、

　
　
　
　

２
年　
後
藤
夏
季
、
酒
井
明
日
香
、

　
　
　
　
　
　
　
冨
岡
麗
奈
、
西
村
彩

②
学
年
優
勝
の
部

　
１
年　
木
村
の
え
る
、
小
佐
井
真
琳
、

　
　
　
　
生
田
龍
進
、
渡
辺
嵩

　

２
年　
蓑
田
元
希
、
立
山
璃
音
、
内
山
央
、

　
　
　
　
髙
濱
杏
実

　

３
年　
小
森
田
美
咲
、
上
林
彩
乃

　

学
年
優
勝
の
１
年
３
組
は
１0
月
２１
日
に
行
わ

れ
た
私
立
支
部
中
学
校
英
語
暗
誦
大
会
へ
出
場

し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
入
賞
は
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本
校
代
表
と
し
て
立
派
な

発
表
を
し
ま
し
た
。

英
語
で
ス
ピ
ー
チ
＆
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

︱ 

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
校
英
語
暗
誦
大
会 

︱　

　
　
　
　

英
語
科  

教
諭　

濱　

㟢　

庸　

一

Junior
High School

Junior
High School

中
学
校

KindergartenKindergarten

幼
稚
園

5

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
世
界
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
「
英
語
」
教
育
の
重
要
性
が
ま
す

ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
英
語
を
母
国
語
と
し
な
い

子
ど
も
た
ち
に
早
く
か
ら
英
語
を
学
ば
せ
る
（
に
親
し
む
）
こ
と

に
つ
い
て
も
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
テ
ル
学
院
幼
稚
園
は
「
『
あ
そ
び
』
か
ら
学
ぶ
」
が
教
育

の
基
本
方
針
で
す
。
こ
の
〝
あ
そ
び
〟
に
英
語
を
取
り
入
れ
た
の

は
８
年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
。
年
中
・
年
長
組
を
対
象
に
、
子
ど
も

の
五
感
を
大
切
に
目
や
耳
か
ら
入
っ
て
く
る
英
語
に
自
然
に
ふ
れ

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
「
英
語
を
覚
え
る
」
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
「
英
語
に
慣
れ
親
し
む
」
こ
と
を
第
一
に
し
て
い

ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
教
科
書
や
ノ
ー
ト
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

講
師
は
大
学
の
ケ
ビ
ン
・
ア
ク
ス
ト
ン
先
生
。
先
生
は
毎
回
子

ど
も
達
が
興
味
を
そ
そ
る
食
べ
物
や
動
物
等
の
イ
ラ
ス
ト
や
教
材

を
準
備
さ
れ
、
大
き
な
声
と

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
楽

し
く
教
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

ア
ク
ス
ト
ン
先
生
は
「
子

ど
も
は
〝
楽
し
い
〟
と
感
じ

れ
ば
、
集
中
し
て
く
れ
る
。

楽
し
め
る
雰
囲
気
づ
く
り
が

重
要
。
た
だ
、
大
学
生
と
違

い
、
元
気
が
あ
り
過
ぎ
る
の

で
、
授
業
後
は
ヘ
ト
ヘ
ト
に

な
り
ま
す
（
笑
）。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

「ハーイ」と手をあげて楽しく参加する園児（年長組）
中央がケビン・アクストン先生

会場となった中高礼拝堂

英語でインタビュー
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大
学
チ
ャ
プ
レ
ン　

黄
ホ
ワ
ン　

大ダ
ー

衛
ウ
ェ
イ

6

　
10
月
５
日
、
メ
ル
パ
ル
ク
熊
本
に
お
い
て
、

工
藤
勇た
け
か
ず壹
先
生
の
荒
木
精
之
賞
、
中
原
宏
子
さ

ん
の
文
部
科
学
大
臣
賞
の
受
賞
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
工
藤
先
生
は
長
年
に
わ
た
り
本

校
で
奉
職
さ
れ
、
音
楽
分
野
に
お
い
て
全
国
大

会
に
も
出
場
さ
れ
ま
し
た
。
合
唱
団
・
オ
ペ
ラ

の
指
導
が
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。

　
中
原
さ
ん
は
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
お
い
て

会
計
の
適
正
化
や
東
日
本
大
震
災
被
災
地
へ
の

生
徒
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て

の
受
賞
で
す
。

　
祝
賀
会
に
は
約
２
０
０
名
が
出
席
し
、
芸
術

分
野
、
保
護
者
会
の
ほ
か
、
卒
業
生
が
全
国
か

ら
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　
ル
ー
テ
ル
学
院
高
校
生
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル

演
奏
で
始
ま
り
、
発
起
人
代
表
の
林
田
博
文
校

長
の
開
会
挨
拶
の
後
、
清
重
尚
弘
院
長
か
ら

は
、
お
二
人
へ
受
賞
の
喜
び
と
そ
の
経
緯
を
話

さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
の
お
二
人
か
ら
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た

後
、
森
本
孝
氏
（
熊
本
第
一
信
用
金
庫
会
長
）

の
ご
発
声
で
祝
宴
に
入
り
ま
し
た
。

　
教
え
子
で
あ
る
合
唱
部
卒
業
生
が
工
藤
先
生

の
指
揮
の
も
と
、「
御
神
は
我
が
羊
飼
い
」
・

「
ハ
レ
ル
ヤ
」
を
歌
い
、
す
て
き
な
歌
声
に
会

場
は
包
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
テ
ー
ブ
ル
で

は
高
校
時
代
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
思
い
出
話
に
花

が
咲
き
、
喜
び
と
感
謝
の
時
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
最
後
は
皆
で
讃
美
歌
を
歌
い
、
田
畑
英
一
教

頭
の
万
歳
三
唱
で
会
を
閉
め
、
祝
賀
会
を
豊
か

な
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

文
部
科
学
大
臣
賞　

中
原　

宏
子
さ
ん

（
元
中
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

荒
木
精
之
賞　

工
藤　

勇
壹
先
生

（
元
中
高
教
諭
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
新
約
聖
書
の
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手

紙
第
８
章
27
節
に
こ
う
あ
り
ま
す
。

「
人
の
心
を
見
抜
く
方
は
、
『
霊
』
の

思
い
が
何
で
あ
る
か
を
知
っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
『
霊
』
は
、
神
の
御
心
に
従
っ

て
、
聖
な
る
者
た
ち
の
た
め
に
執
り
成

し
て
く
だ
さ
る
か
ら
で
す
。
」
こ
の
言

葉
か
ら
、
神
様
に
取
る
べ
き
人
の
態
度

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
神
様
へ

の
素
直
さ
で
す
。

　
私
は
日
本
に
来
て
か
ら
、
よ
く
聞
か

れ
た
問
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
中

国
人
と
し
て
、
日
本
で
一
番
気
づ
い
た

こ
と
は
何
で
す
か
？
」
と
い
う
問
い
で

す
。
私
は
既
に
長
く
日
本
に
住
ん
で
い

る
の
で
、
ほ
ぼ
す
べ
て
に
馴
染
ん
だ
の

で
す
。
そ
れ
に
し
て
も
、
た
だ
一
つ
の

こ
と
だ
け
に
今
で
も
違
和
感
を
覚
え
ま

す
。
そ
れ
は
政
治
家
の
失
言
で
す
。
ま

た
そ
の
失
言
に
つ
い
て
一
旦
謝
っ
た

ら
、
民
衆
に
赦ゆ
る
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

　

私
は
い
つ
も
「
な
ぜ
失
言
し
た
の

か
」
を
不
思
議
に
考
え
て
い
ま
す
。
失

言
の
原
因
は
多
分
こ
う
で
し
ょ
う
。
つ

ま
り
口
で
言
う
こ
と
と
本
音
が
違
う
こ

と
で
す
。

　
も
し
１
９
６
０
年
代
、
中
国
の
「
文

化
大
革
命
」
の
時
代
に
こ
の
よ
う
に
失

言
し
た
ら
、
処
刑
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
失
言
は
人
の
本
当
の
心
か
ら
洩
れ

た
こ
と
だ
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

当
時
の
中
国
政
府
は
人
の
不
満
が
分

か
っ
て
い
て
も
、
み
ん
な
が
不
満
を
言

わ
な
い
の
で
証
拠
が
な
く
、
断
罪
で
き

な
い
か
ら
で
す
。

　
さ
て
、
人
に
は
本
音
が
あ
り
、
そ
れ

を
隠
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し

神
様
は
人
の
心
を
見
抜
く
お
方
だ
と
、

聖
書
は
教
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
心

を
見
抜
い
て
い
る
神
様
を
恐
ろ
し
く
思

う
で
し
ょ
う
か
？
寧
ろ
喜
び
で
し
ょ
う

か
？
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
の
親

は
幼
い
子
の
心
も
行
動
も
全
部
知
っ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
は
そ
れ
を
恐
れ
ま
せ

ん
。
安
心
し
て
い
ま
す
。

　

人
の
心
の
内
に
あ
る
も
の
を
全
て

知
っ
て
い
る
神
様
の
存
在
は
人
に
と
っ

て
喜
び
な
の
で
す
。
ど
う
か
、
こ
の
神

様
に
素
直
な
態
度
を
整
え
ま
し
ょ
う
。黄チャプレン

『
素
直
な
態
度
』

ルーテル学院高校生によるハンドベル演奏

卒業生が一堂に会しお祝いの歌
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私
が
女
学
院
に
入
学
し
た
頃
は
、

日
本
も
ま
だ
平
和
な
時
代
で
し
た
。

院
長
先
生
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
、

マ
ー
サ
・
Ｂ
・
エ
カ
ー
ド
先
生
。

英
語
は
、
パ
ッ
ツ
先
生
…
と
国
際
的

で
、
モ
ダ
ン
な
女
学
校
で
し
た
。

　

冬
は
各
教
室
に
ス
チ
ー
ム
が
入
り
、

寒
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
な
く
勉
強
が

出
来
ま
し
た
。
そ
の
の
ど
か
な
生
活

が
昭
和
１６
年
１８
月
８
日
、
大
東
亜
戦

争
が
始
ま
り
、
平
和
が
一
変
。
５
年

生
の
時
は
、
軍
事
工
場
で
働
き
、
ほ

と
ん
ど
勉
強
が
出
来
な
く
な
り
ま
し

た
。
外
国
か
ら
来
ら
れ
た
先
生
は
、

皆
帰
国
さ
れ
、
戦
時
一
色
に
な
り
ま

し
た
。

　

「
聖
戦
だ
か
ら
必
ず
勝
つ
。
」
と

信
じ
て
日
本
の
た
め
に
と
働
き
ま
し

た
が
、
日
本
は
負
け
ま
し
た
。
日
本

を
良
く
も
、
悪
く
も
沢
山
見
て
き
た

よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
結
婚
、
出
産
（
男
の
子

２
人
）
、
次
男
が
私
の
後
の
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
教
室
を
継
い
で
く
れ
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
光
の
芸
術

で
あ
る
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
出
会

え
た
事
は
私
の
一
生
の
誇
り
で
も
あ

り
ま
す
。
今
年
８６
歳
と
な
り
ま
し
た

が
、
自
分
の
好
き
な
仕
事
が
出
来
、

今
の
と
こ
ろ
健
康
で
有
る
事
を
神
に

感
謝
し
ま
す
。

「
歴
史
の
扉
」
～
そ
の
時
ル
ー
テ
ル
学
院
は
～　
九
州
女
学
院
（
高
女
）
1５
回
生　

碩　
　

定　

子

（
旧
姓
：
与
縄
）　　
　

ルーテル学院ヒストリー
～学院創立から現在まで～

高女時代の碩定子さん

　

ル
ー
テ
ル
学
院
中
学
・
高
等
学
校
の
本
館
と
図
書
館
、
そ
れ
と
、
エ
カ
ー
ド
会
館
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
が

あ
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

こ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
を
制
作
・
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
が
九
州
女
学
院
（
高
女
）
１５
回
生
の
碩
定
子
さ
ん
。

碩
さ
ん
に
当
時
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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エカード会館（1996年作）

熊本市西区でステンドグラス教室を営む碩さん

ルーテル学院中学・高等学校本館（1989年作）
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Luther InformationLuther Information

創立90周年記念事業の寄付のお願い

■　2014 年度の入試日程が決まりました　■

詳しくはそれぞれのホームページをごらんください。

九州ルーテル学院大学
入試区分 出願期間 試　験　日
一般Ⅰ期・帰国生及び私費外国人留学生・編入生 ₁月２０日㈪～₁月３０日㈭ ₂月₈日㈯
センター試験利用 ２月３日㈪～２月１２日㈬ 本学独自の試験は実施せず
一般Ⅱ期 ２月２０日㈭～２月２７日㈭ ₃月₈日㈯

ルーテル学院中学校
入試区分 出願期間 試　験　日
専願・奨学前期 １２月２日㈪～１２月１２日㈭ １２月１４日㈯
一般前期・奨学後期 １２月１８日㈬～１月１６日㈭ ₁月１８日㈯
一般後期 １月２２日㈬～２月６日㈭ ₂月₈日㈯

ルーテル学院幼稚園
願書受付 面　　接
受付中 願書受付時にお知らせします

ルーテル学院高等学校
入試区分 出願期間 試　験　日
専願・奨学 １月９日㈭～１月１７日㈮ ₁月２２日㈬
一般 ２月７日㈮～２月１４日㈮ ₂月２０日㈭

ルーテル 検索

九州ルーテル学院は2016年に創立90周年を迎えます。
この間、多くの皆様のお支えにより、学院はますます発展し、九州・熊本におけるミッションスクールの代
表校としての存在感を高めてきました。
この創立90周年を大切な節目として記念事業を起こし、学院の教育力をさらに充実させ、それにふさわ
しい施設を整えることになりました。

　設備整備事業は、次の3点を柱に行われます。
　　　１． 学院正門周辺整備
　　　２． 中高パイプオルガンの更新
　　　３． 幼稚園の施設充実

つきましては、皆様にご協力をよろしくお願い申し上げます。
なお、本学院への寄付金は税の減免措置を受けることができます。

　　　　　　　　　詳しくは　九州ルーテル学院　創立90周年記念事業委員会
　　　　　　　　　　　℡096-343-3111までお問い合わせください。
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